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1．はじめに

西日本高速道路（株）中国支社（以下、「NEXCO」）では，「連

携の強化」と「顔の見える関係づくり」を目指して，「高速

道路災害図上訓練」（以下、「訓練」）を平成 23 年から開催

している 1）．

 文献 2）によると、図上訓練は表-1に示すように 3種類

に分類される．NEXCOが行なっている訓練は，表中の災害

図上訓練（DIG）であり，訓練参加者（以下、「プレーヤー」）

全員での討議を通じて連携強化を目指すものである．

NEXCOグループの他，警察，消防，行政，医療などの関係

機関にも参加をいただいており，平成 29年度はNEXCO管

内で 10回の訓練を開催した．

29年度は、訓練の実効性を高めることを目的とし，(a)プ

レーヤー人数を 10名程度として班数を 1とし，(b)DIG形式

の訓練後に見学者も含む全員参加による意見交換を行ない，

顕在化した課題を全員で共有した，の 2項目を試行した。

 本論文では，災害図上訓練の実践を通じた災害対応力強

化への効果を評価する前段として，意見交換を通じて顕在

化した課題を集約し，課題解決の方向性について考察した．

表-1 図上訓練の種類と概要

2．訓練の概要

（1）訓練参加者の属性

 訓練参加者のうち，アンケートの回収があった者の内訳

を図-1（a），(b)に示す．アンケート回収率は 75％だった．

NEXCOグループの他，警察，消防の順で参加機関が多く，

プレーヤー、見学者とも概ね半数がDIG初参加だった．

（2）訓練の構成

訓練は，高速道路上で想定される災害（事故）の設定に対

して，文献 2）に示される DIG形式の訓練と，見学者も含

む全員参加による意見交換を行なった．DIG形式の訓練は，

「初動対応の訓練」（約 40 分間）と「現場対応の訓練」（約

50分間）を行なった． DIG形式の訓練の詳細については，

文献 1）を参照されたい．

意見交換（約 30分間）は， DIG形式の訓練のとりまとめ

をプレーヤーの代表者が発表した後、参加者全員で下記項

目についてディスカッションした。

・討議で話題に上がらなかった事項

・異なる視点からのアプローチ

・DIG形式の訓練で討議が不十分だった事項
図-1（a），（b）に，「現場対応の訓練」と「意見交換」

の状況を示す．

図-1 訓練参加者の属性と訓練状況

3．顕在化した主な課題と解決の方向性

（1）顕在化した課題の分類

表-2に，NEXCO管内で 10回開催した訓練で，意見交

換を通じて顕在化した課題を集約して示す．

名　　称 各　図　上　訓　練　の　概　要　と　特　徴

状況予測型図上訓練

・発災直後の最小限の情報から具体的な被害状況をイメー
ジし，状況予測能力と意思決定･役割行動能力向上を図る．
・最小限の情報と対応記入票のみのシンプルな訓練で，訓
練参加者相互の話し合いは禁止．

災害図上訓練DIG
・Disaster Imagination Gameの略．決まったルールは無く，大き
な図面に透明ビニールシートを被せて油性ペン，付箋紙な
どを使って書き込みを行い，参加者全員で議論する．

図上シミュレーション訓練
・実際の災害時に近い場面を想定し、訓練参加者が与えら
れた役割のもとで付与される災害状況を収集・分析・判断
し，対策方針を検討するなどの災害対処活動を行なう訓練．
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出現頻度が高いのは医療機関との連携、現場への動線で，

次いで現場指揮本部，ヘリポート，二次災害となった．

（2）主な課題に関する考察

 本節では，前節で分類した課題のいくつかについて補足

し，解決に向けた方向性について考察する．

1）医療機関との連携

DMAT（医療機関）とは，日頃現場で接する機会が少ないこ

とから出現頻度が高かったと考えられる．DMAT の出動基

準やICから事故現場に至るまでの交信先と進入手順が話題

に上がり，平素から DMAT（医療機関）とコミュニケーショ

ンを図り，手順を確認しておく必要があると考えられる．

2）現場への動線

現場への動線は，さらに下記の 2項目に分類された．

・現場状況や滞留車の状況を後続の機関に伝える手段

・滞留車両の排除困難箇所での負傷者の速やかな搬送

前者については，先着する機関が発信する情報を，後続

の機関に伝達する後方指揮組織の構築が必要と思われる．

後者は，開口部（U ターン路）の位置情報や利用手順等に

ついて，関係機関で情報共有を図るとともに，新設する際

は，位置や規模について関係機関と事前協議し，各機関の

要求性能を満足する必要があると考えられる．

3）現場指揮本部

消防は，大規模災害発生時には現場指揮本部を設け，情

報を集約し，指令室との情報交換を通じて現場作業の効率

化を図っている．ここに NEXCO や高速隊が加わり，相互

の情報を共有することで，現場指揮本部の機能強化を図る

ことができ，現場作業の更なる効率化が可能になると考え

られ，その運用手順を構築する必要があると考えられる．

4）ヘリポート

ヘリポートは，（a）ドクターヘリと防災ヘリの運用の整合

性，（b）高速道路本線上のヘリポートとしての利用，の 2項

目に大別された．前者はドクターヘリと防災ヘリに係る確

認書が別個に締結されたためそれぞれで指定するヘリポー

トが異なっているという不都合の是正であり，後者は，上

下線で計 4 車線ある高速道路本線を使って負傷者搬送がで

きないかというものである．両項目とも，現状を確認し，

速やかに所掌する上部機関と協議して改善する必要がある．

5）二次災害防止

 二次災害防止は，夜間災害時の照明設備設置や土砂災害

の拡大，引火性漏えい物対応など，現場活動時に最優先で

遵守すべき事項である．しかしながら討議時間の制約の他，

顕表-2 顕在化した主な課題

図-2 訓練参加者の年齢構成

図-2に示すように，プレーヤーの年齢が見学者に比して相

対的に若く，現場経験が少ないことが課題として挙げられ

た一因と推測され，実地訓練を通じた習熟が必要となる．

4．おわりに

29年度の訓練で試行した意見交換は，これまで関係づく

りが主目的だった訓練において，解決すべき課題を顕在化

させ，訓練参加者全員で認識することができた．次の段階

では，これらの課題を解決するために関係機関相互の更な

るコミュニケーションと改善行動が必要となり，これが達

成できた時に，訓練を実践したことの成果として評価でき

ると考えている．これについては，次の機会に報告したい．

参考文献

1）楠橋康広，福井鉄兵，大丸浩志，上田浩之：災害図上訓

練（DIG）を通じた高速道路における災害対応力強化に関

する実践的研究，土木学会第72回年次学術講演会論文集，

2017（CD-R）. 

2）総務省消防庁：市町村による図上型防災訓練の実地支援

マニュアル，図上型防災訓練マニュアル研究会，2008.3． 

項　　目 頻度 主な内容

医療機関との連携 7 DMATとのコミュニケーション

現場への動線 7 進入経路，負傷者搬送経路

現場指揮本部 4 NEXCO，警察，消防による運営

ヘリポート 4 ヘリポート，高速道路への離着陸

二次災害防止 4 危険認知と対応が不十分

通行止め時間 3 時間を要する作業の必要性

通行止め区間 3 通行止め区間の設定

毒物（危険物） 2 毒性の速やかな認知と対応

後方支援 2 現場情報収集と関係機関への周知

広域連携 1 所轄外でも柔軟な組織対応

レッカー 1 作業の効率化のための情報提供

ドローンの活用 1 二次災害懸念箇所での活用

非常用施設 1 配置と機能の周知

漏えい物処理 1 各機関の役割分担
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